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令和５年９月４日 

 

 

 

岩出市教育委員会 様 

 

岩出市教育委員会評価委員会 

委員長  松 田 晃 作  

 

令和５年度 教育委員会事務事業評価に関する意見書の提出 

について 

 

私たち評価委員は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規

定により教育委員会から委嘱を受け、令和５年８月４日及び令和５年９月４日

の２回にわたり評価委員会を開催した。 

評価対象事業は、第３次岩出市長期総合計画の「活力あふれるまち ふれあい

のまち」に位置づけられ、令和４年度に教育委員会が実施した４７事業である。 

令和４年度はウイズコロナからアフターコロナへの転換期にあり、事業実施

にあたって、新しい生活様式として基本的な感染対策を講じつつ、できる限りコ

ロナ前に近い内容のイベント・行事の実施に向けた創意工夫と努力は見受けら

れるものの、評価の結果としてａ「期待以上」の評価は皆無で、ｃ「やや下回る」

の評価は昨年度と比べ５事業増の１３事業であった。 

ｃ評価の１３事業も含め、課題改善に向けた方向性は示されているものの、各

事業の実施にあたっては、「新型コロナ流行前」以上の成果が得られるよう、教

育委員会２課２館には、慣例にとらわれない新たな発想とさらなる業務改善を

求めるものである。 

教育総務課では、喫緊の課題として年々増加傾向にある不登校児童生徒の解

消に向け、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー及び適応指導

教室を活用した適切な支援により一層努められたい。 

また引き続き、施設及び通学路の計画的かつ迅速な工事と修繕の実施、教材・

教具の充実・更新による児童生徒の学習意欲向上及び教職員の指導効率化、児童

生徒の豊かな学びと学力向上、心身の健全育成に向けた事業内容の充実に努め

られたい。 
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生涯学習課では、引き続き青少年を取り巻く現状と課題を的確に捉え、家庭・

学校・地域や関係団体等と一体となって、青少年が健やかに育つ環境づくりに取

り組まれたい。中でも、最近増加傾向にあるＳＮＳ等の利用に起因する青少年の

犯罪被害等を未然に防止するための取組を進められたい。 

また、文化・芸術活動の推進、生涯学習の充実、生涯スポーツの推進のため、

文化祭や市民運動会、マラソン大会などの大規模なイベントをはじめ、放課後子

ども教室や公民館での各種講座・教室、スポーツ教室など大変多くの事業に取り

組まれているが、事業の実施に当たっては多様化する市民ニーズを的確に捉え、

より多くの人に参加いただけるよう引き続き内容の充実に努められたい。 

さらに、公民館や体育館などの施設運営においては、市民が安心して快適に利

用できる整備に努め、利用者の増加を図られたい。 

 

岩出図書館では、ＩＣタグシステムの導入により、安心・安全に図書館を利用

することができ、利用者の利便性が向上している。今後も、ＩＣＴ化を進め、利

用者サービスの向上に努められたい。 

また、第４次岩出市子供読書活動推進計画策定時のアンケート結果から、５年

前に比べ、子供の読書率や図書館の利用率、図書館でのイベント参加率が下がっ

ているとのことだが、子供の読書活動、図書館利用を活性化させるために、策を

講じられたい。 

民俗資料館では、道の駅「ねごろ歴史の丘」周辺施設の一つであり、集客が市

の観光促進の一翼を担うことから、展観事業、歴史学習・講座事業の内容や広報

活動の充実に努められたい。 

また、郷土の歴史や成り立ちについて学ぶ大切な機会である。 

引き続き各世代が興味を持って学べるテーマを検討し内容の充実を図られた

い。 

以上が岩出市教育委員会所属の２課２館の令和４年度事業に対する当委員会

の意見である。 

結びとして、第３次岩出市長期総合計画の各年度の目標値達成に向け、再掲と

なるが、教育委員会２課２館においては、各事業の実施にあたり、「新型コロナ

流行前」以上の成果が得られるよう、慣例にとらわれない新たな発想とさらなる

業務改善に努めるとともにこの点検・評価の目的である「効果的な教育行政の一

層の推進」を図られんことを切に願い意見書とする。 

 



教
育
委
員
会
評
価
委
員
会
の
教
育
委
員
会
評
価
に
対
す
る
主
な
意
見

〇
児
童
携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年
連
続
で
も
目
標
評
価
指
標
を
超
え
た
が
、
児
童
を
犯
罪
か
ら
保
護

　
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
所
持
率
の
向
上
に
向
け
、
啓
発
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
よ
り
災
害
時
の
危
機
意
識
を

　
高
め
、
地
域
防
災
活
動
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
の
意
識
づ
け
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ま
れ
た

　
い
。

〇
和
歌
山
を
元
気
に
す
る
職
場
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
る
令
和
５
年
度
は
、
事
業
目
的
で
あ
る
職
場

　
体
験
を
円
滑
に
実
施
し
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
の
育
成
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動
や

　
啓
発
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、
事
業
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

事
　
業
　
区
　
分

主
　
な
　
意
　
見

目
標
施
策

基
本
施
策

心
豊
か
な
人
が

育
つ
ま
ち

学
校
環
境
の
充
実

〇
小
中
学
校
施
設
改
修
事
業
２
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
岩
出
市
立
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
補
修

　
工
事
の
実
施
と
合
わ
せ
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
に
関
し
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
予
算
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

〇
通
学
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
周
辺
の
環
境
変
化
に
伴
い
交
通
事
情
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
に

　
通
学
で
き
る
よ
う
工
事
期
間
の
短
縮
な
ど
の
取
組
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

〇
適
応
指
導
教
室
事
業
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
在
籍
校
へ
の
復
帰
に
向
け
、
活
動
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た

　
い
。

〇
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
る
よ
う
、
会
議
内
容
の
創
意
工
夫
と
合
わ
せ
、
人

　
選
に
あ
た
っ
て
は
組
織
の
活
性
化
に
向
け
、
教
育
関
係
に
限
ら
ず
幅
広
く
求
め
ら
れ
た
い
。

○
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
人
材
の
確
保
に

　
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
、
学
校
間
の
交
流
な
ど
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

豊
か
な
学
び
と
学
力

向
上

〇
教
育
情
報
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
間
で
ば
ら
つ
き
の
あ
る
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
向
上
に
向
け
、
身
近
な
実

　
践
手
法
を
公
開
・
共
有
す
る
と
と
も
に
、
教
員
自
身
の
活
用
能
力
の
実
態
把
握
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〇
学
力
向
上
実
践
研
究
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
及
び
教
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
、
先
進
校
視

　
察
な
ど
よ
り
具
体
的
な
手
立
て
を
研
究
、
実
践
さ
れ
た
い
。

〇
い
わ
で
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て
は
、
活
動
内
容
の
充
実
と
合
わ
せ
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
参
加
登
録

　
数
、
参
加
率
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
学
校
給
食
費
の
滞
納
繰
越
分
の
早
期
解
消
と
現
年
度
の
完
全
徴
収
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
児
童
生
徒
の
成
長
の
一
旦
を
担
う
大
事
な
給
食
に
つ
い
て
、
よ
り
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
、
残
渣
を

　
減
ら
す
課
題
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

青
少
年
健
全
育
成
の

推
進



文
化
遺
産
の
保
護
・

活
用

〇
文
化
遺
産
保
存
活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
所
有
者
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も

　
に
、
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

歴
史
・
伝
統
文
化
の

振
興

〇
根
来
の
子
守
唄
等
保
存
活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
根
来
の
子
守
唄
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
引
き

　
続
き
保
存
団
体
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
の
中
で
、
子
守
唄
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
民
俗
資
料
館
は
、
岩
出
市
を
訪
れ
る
多
く
の
方
が
立
ち
寄
る
根
来
寺
境
内
に
あ
る
。
そ
こ
で
展
観
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

　
は
、
引
き
続
き
根
来
寺
や
郷
土
岩
出
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
併
せ
て
広
報
活
動

の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
歴
史
学
習
・
講
座
事
業
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の
歴
史
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
ぶ
大
切
な
機
会
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
各
世

　
代
が
興
味
を
持
っ
て
学
べ
る
テ
ー
マ
を
検
討
し
内
容
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

歴
史
を
守
り

文
化
を
つ
な
ぐ

ま
ち

生
涯
学
習
の
充
実

〇
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
安
心
・
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実
及
び
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
の

　
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
内
容
の
充
実
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

　
加
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
い
。

〇
岩
出
図
書
館
で
は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
安
心
・
安
全
に
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の

　
利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
。
今
後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
第
４
次
岩
出
市
子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
５
年
前
に
比
べ
、
子
供
の
読
書
率
や
図
書
館

　
の
利
用
率
、
図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
率
が
下
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
子
供
の
読
書
活
動
、
図
書
館
利
用
を
活
性

　
化
さ
せ
る
た
め
に
、
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進

〇
市
民
運
動
会
事
業
、
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業
及
び
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

　
努
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
い
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
全
面
を
強
化
し
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
利
用
者
数
の
増

　
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。

人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち

人
権
尊
重
の
推
進

〇
人
権
教
育
啓
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
り
、
市
民
に
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
広

　
め
る
た
め
、
引
き
続
き
様
々
な
テ
ー
マ
で
の
講
演
会
の
開
催
や
庁
内
関
係
部
署
、
各
種
関
係
団
体
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
に

　
取
り
組
ま
れ
た
い
。

事
　
業
　
区
　
分

主
　
な
　
意
　
見

目
標
施
策

基
本
施
策

生
涯
学
習
で
き

る
ま
ち

文
化
・
芸
術
活
動
の

推
進

〇
文
化
協
会
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化
協
会
の
会
員
数
の
増
加
と
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
活
動
の
Ｐ

　
Ｒ
や
支
援
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〇
文
化
祭
事
業
・
公
民
館
フ
ェ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
内
容
の
工

　
夫
に
努
め
ら
れ
た
い
。


